
備考

１ 届出者が法人その他の団体の場合にあっては、「氏名」については、法人その他の団体の名称及び代表者

の氏名を記載し、「住所」については、主たる事務所の所在地を記載すること。

２ 氏名（法人その他の団体にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法人

その他の団体にあっては、その代表者）が署名することができる。

３ 「体験の機会の場の名称」には、変更前の名称を記載すること。

４ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

５ 記入欄は必要に応じて調整すること。また、欄が足りない場合は別添に代えることが出来る。

６ 別途添付書類を添付すること。

様式第８（第 10条関係）
認定体験の機会の場変更届出書

年 月 日

秋田県知事 殿

氏名

届出者 印

住所

環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律第 20条第３項各号に掲げる事項を変更した
ので、関係書類を添えて同条第８項の規定により、次のとおり届け出ます。

※整理番号

体験の機会の場の名称

変 更 の 内 容

変 更 前

変 更 後

変 更 の 年 月 日 年 月 日

変 更 の 理 由


